
A

B C

θ

2 x

∠BAC = θ，CA = x とおく。

面積が
√
3 であるから，

1
2

× 2× x× sin θ =
√
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これを解いて，
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余弦定理を用いて，
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よって，
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ここで， 1
sin2 θ

= 1 + cos2 θ
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であるから， cos θ
sin θ

= t とおくと，
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(1) 0̊ < θ < 90̊ のとき

t > 0であり，BC2 +CA2 は t = 1√
3
のときに最小となり，そのときの値は 8である。

このとき， sin θ
cos θ

=
√
3 となり，θ = 60̊ である。

(2) 90̊ ≦ θ < 180̊ のとき

t ≦ 0 であり，このとき 1⃝は t の減少関数となるから，BC2+CA2 は t = 0 のとき，つまり θ = 90̊

のとき最小となり，その値は 10である。

(1)，(2)より，求める ∠BAC の大きさは 60̊ である。


